＜作成方法＞

①はれるタイプの色紙に丸、三角、四角に切る（色、大きさは課題で何をねらうかによって変更）。

2 ①をボールに貼り、カッターで形に沿って切る。

3 ②で型を抜いた段ボールに、同じ大きさの段ボールを貼る。

（下の段の段ボールに型と同じ色の色画用紙を貼るものと貼らないものと二種類作る）

　（材料）板段ボール、シールタイプの色紙、はさみ、カッター、両面テープ、のり

＜使い方＞

1 一種類型のものからはじめる（簡単なものから取り組む）。

2 数の型のものが入ったパズルは、パズル片を一つずつ渡す。

3 すべてのパズル片を渡す。

4 余分のものを混ぜる。

＜留意点＞

· はじめは、対象児が手にしたパズル片の色や形を指導者が言葉に出して伝え、一緒にはめる。

· 対象児の様子を見ながら、課題の内容を理解できているようであれば、一人で取り組むよう促す。

· できあがったときに「できた」・手をたたく（終了のサイン）・できたときに定位置におく等、相手に伝えるよう事前に促し、定着するよう指導する。

